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番号 大目標 学校関係者からの意見・要望・評価等

3 財政の健全化

4 環境の整備

・人を大切にすることが「愛」、人のた

めに自分の力を使うことが「奉仕」、

ルールを守ることが「正義」であること

を常に伝えてきた。多くの生活場面にお

いて、愛・奉仕・正義を実現させる姿が

見受けられたが、友だちを傷つける言葉

を言ったり、ルールを破ったりしてしま

う姿が散見されており、さらに徹底指導

が必要であった。

・教員は、児童の出しているシグナルを

適切に受け止めるｾﾝｽと迅速に対応して

いく緊張感を習得しなければならないと

考える。特に、児童の自己肯定感を育成

する対応を心がけなければならない。

①保護者との連携を密にし、一人ひと

りの児童に寄り添った指導を行う。

・保護者からの要望に対する報告・連絡・相談

において、これまで以上の徹底を図る。

・学級委員で編成する「広報部」「文化教養

部」「ボランティア部」と連携し、保護者に満

足していただける活動を計画していく。

・保護者との連絡を密にとることで、子ども

の心の状態を把握し、すぐに声をかけたり、

解決に向けての指導にあたることができた。

・ｽｸ-ﾙｶｳﾝｾﾗｰとの連携で、子どもたちの状態

に合わせた対応に務めることができた。

・保護者から連絡をいただくまで、子ど

もたちの間で発生したトラブルなどに教

員が気づいていなかったこともあった。

今後は、全教員が子どもたち一人ひとり

に寄り添い、小さな心の変化にも気づ

き、適切な対応ができるように務める。

①学習支援・カリキュラム運営に伴う

レベルの高い授業を提供する。

①私学の教員として学校経営の視点を

持ち、経費削減に努めつつ教育活動に

あたる。

・教員の授業力向上のために各教員の公開授業

を日常的に実施する。研究授業科目は算数科と

する。

・漢字検定・数学検定・ＪＥＴ（３年以上）を

実施し、客観的に学力到達度を確認し、児童の

意欲を高めていく。

・中学入試を視野に入れた高い学力を保証でき

るよう、習熟度別指導など児童一人ひとりに

合った指導を展開する。

・全教員がの公開授業・研究授業を必ず実施

することで、自らの授業を改善することがで

きた。

・研究授業では、教科を算数と定め、各学年

年間１回の研究授業を実施し、外部講師にも

指導を仰いだ。結果、授業研究はもちろん、

各教員の授業力向上にも成果が現れた。

・各種検定試験などに取組んでいるが、目指

す級への合格や受賞は、子どもたちの自信に

なり、次への意欲に繋がっている。

・特に6年の習熟度別授業(算数)は、一人ひと

りの状態によりふさわしい学習指導を実施で

きた。

・紙の再利用、節電、節水など資源の節約に努

める。

・各教員が、実践する教育内容を吟味し、予算

を適切に使うことに努める。

・教材や備品など学校教育に使うものすべて

において、長期間使用できるものをできるだ

け安価に入手することを心がけている。ま

た、大切に使い無駄な費用が発生しないよう

務めた。

・一定額以上の購入に際しては相見積もりを

実施し適正な価格による購入に努めた。

①学習・あそびに関わる教育活動を安

全かつ円滑に行えるよう、環境整備に

努める。

・毎月の安全点検を実施する。

・理科室の配水管工事を実施する。

・E棟東側壁防水補修工事を実施する。

・空調設備のオーバーホールを実施する。

・香里キャンパス消防設備の定期点検を実施す

る。

・関西電気保安協会による定期点検を実施す

る。

・各教員担当箇所を点検し必要箇所を修繕し

た。

・老朽化による水道詰まりが改善した。

・校舎壁面及び窓枠の防水処理が施された。

・空調による授業中の騒音が解消された。

・屋内消火栓に備えている計17栓、34本を新

規ホースに入れ替えた。

・高圧受電設備のうち、重要度・危険度の高

い高圧ケーブルおよび遮断器を更新した。

・遊具などの安全点検を実施し安全に努

めることはもちろんであるが、遊具を

使って安全に遊ぶためのルールを再度検

討する必要がある。また、それを正しく

子どもたちに伝え、友だちと一緒に安全

で楽しく遊ぶことができる環境づくりを

する必要がある。

・各工事の実施により、教育活動が円滑

に行えるようになった。

・各教科の授業において、「わかりにく

い」「楽しくない」とアンケ-トに回答

する子どももいる。教員一人ひとりがこ

のことを真摯に受け止め、子どもたちが

「楽しい」と思える授業を展開するよう

努力しなければならない。この場合の

「楽しい」とは、児童が知的好奇心を刺

激され、深く考える楽しさであり、その

ために学習規律が確立された授業を展開

しなければならない。

・習熟度別学習に限らず、教員が子ども

たち一人ひとりの学習理解度を把握し、

適切な指導に努める必要がある。

・財政の健全に繋がる最大の要因は、質

の高い教育活動を展開することである。

そのため、児童と保護者の満足度が上が

る教育実践に務める。

学　　　　　　　校　　　　　　　自　　　　　　　己　　　　　　　評　　　　　　　価

年　　　　　　度　　　　　　目　　　　　　標 年　度　評　価（２０１５年３月３１日 現在 ）

重点目標 具体的方策 取組の成果 次年度への課題と改善

1

・ﾜ-ｸｼｮｯﾌﾟ、ｴﾝｶｳﾝﾀ-、ｿ-ｼｬﾙｽｷﾙなどの手法を

使い、体験的活動をもとに友達の心情を慮る

態度を育成することができた。

②児童対児童、児童対教師が良好な関

係を保てるよう、学年・管理職との連

携を図り、予防的措置に重点を置く。

2 教育・指導の充実

・児童同士の関係を全員で観察し報告し合い、

早いうちに人間関係を修復する迅速な対応につ

とめる。

・ 家庭との良好な関係を保てるよう、連絡を密

にとり連携して児童への対応にあたる。

・ 聖母教育支援ｾﾝﾀｰ・ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰとの連携し、

児童支援や保護者対応にあたる。

２０１４２０１４２０１４２０１４年度年度年度年度　　　　学校評価報告書 学校評価報告書 学校評価報告書 学校評価報告書 （ （ （ （ 大阪聖母学院小学校 大阪聖母学院小学校 大阪聖母学院小学校 大阪聖母学院小学校 ））））

学　校　目　標

（園　目　標）

重　点　目　標

カトリックの宗教的な価値観を基盤として

　『人を愛し、自らを高める強い意志と　豊かな心をもつ子どもを育成する』

・建学の精神に基づく教育の徹底

・教育・指導の充実

・財政の健全化

・環境の整備

・一体感の醸成（情報共有）

荒　川　伸　二

・教員が自分ひとりで問題を抱え込まず、

チームで取り組むことで課題を正確に理解

し、迅速に対応することで児童のより良い成

長を促すことができた。

・より幅広い視野にたって、児童理解を深

め、保護者と学校が同じ方向を向いて教育に

当たることができた。

①建学の精神「愛と奉仕と正義」に基

づいた心の教育を徹底する。

・教員は毎日建学の精神を唱和し、教室にも

『愛・奉仕・正義』を掲示することによって教

育活動を展開する上で、建学の精神を常に意識

する。

・毎朝「今日のみ言葉」を唱え、子どもたちの

心の育成に努める。

・教員は、「友達を大切にすること」「人の

ために自分の力を使うこと」「ルールを守る

こと」を子どもたちに伝えることができた。

・「今日のみ言葉」の内容を、児童の日常生

活の具体的場面に活かして指導にあたった。

②宗教の授業を通して、子どもたちが

友だちを大切にし、いじめをしない学

校づくりを目指す。

 宗教の授業を通して、児童が『友だちを大切に

する心』を常に持てるよう指導する。(ﾜ-ｸｼｮｯ

ﾌﾟ、ｴﾝｶｳﾝﾀ-、ｿ-ｼｬﾙｽｷﾙなど)

学校関係者として、保護者会役員・同窓会役

員・近隣のカトリック教会の司祭の方々にお願

いをした。

【建学の精神に基づく教育の徹底】

・大人になって人生の岐路に立ったときに、小

学校で受けた宗教教育を思い出す。小学生が在

校時に宗教教育が役立っていると感じているか

どうかはあまり意識しなくてもよいと思う。む

しろ、在学中には意識していなくても大人に

なってからその価値観の大切さが分かる。

・自分が好きと思えることに宗教が生かされる

べきであり、自分の命は神様からもらった大切

な命であり、一緒に平和を作り上げていく友だ

ちの命も同様に大切だということを学んでもら

いたい。だから、友だちに声をかけよう、挨拶

をしようという呼びかけが大切になる。宗教の

授業で、子ども達に自己肯定感を持たせ、神様

の温かい愛を伝えてほしい。

【教育・指導の充実】

・1年間通して先生がよく子どもに関わってく

れてありがたかったという保護者が多くいる。

・先生という仕事が子どもに与える影響は、と

ても大きい。子どもは、卒業後も先生との思い

出や関わりを大切にしている。このような教育

をしてくれたことに感謝しているとともに今後

の教育活動にも大いに期待したい。

・学校カウンセラーがいるということは大切だ

と思う。東大生の8%が何らかの発達障害を持っ

ているといわれる昨今、学校において何らかの

障害を持つ子どもへの対応はこれからますます

重要になる。

・短縮授業に入る時期や短縮授業期間の下校時

刻(11時30分)が早い。もう少し子どもをみてほ

しい。

【環境の整備】

・7時15分から8時までの香里カトリック教会の

前の横断歩道付近は通勤(徒歩、自動車や自転

車)の人達が多く、やや危険だと感じる。

【一体感の醸成】

・小学校の保護者が子どもの成長のために小学

校と情報を共有しあうことが肝要である。特

に、子どもが先生に大切にされていると感じる

ことが必要だと思う。そのために学校はいろい

ろな手立てを講じ保護者と連絡を取りやすい環

境を作ることが大切だと思う。

【その他】

・女子の内部進学については、合格後のコース

がどうなるのか、また、友達関係はどのように

なっていくのかなど中学生活を視野に入れた進

路指導をしてほしい。

・子どもや保護者にアンケートを実施してくれ

るということは、学校が保護者の思いや願いを

聞き対応しようという姿勢を持っていることの

表れであり、とてもありがたい。具体的には、

できることとできないことをはっきりさせて対

応することが大切である。

・保護者に時間的余裕がほしいので、音楽会当

日の保護者の子ども引率を無しとしてほしい。

・給食の味を改善してほしい。

・運動会の席取り等、保護者のマナ－の改善を

望む。

運動会での売店、成人式を協力して実施でき

た。

保護者から、毎日トピックスを見るのが

楽しみですというコメントがいただけ

た。引き続き、実施していきたい。

総会を開催できるよう、役員と相談し、

協力していく。

5 一体感の醸成

児童の楽しみにしている活動であり、ぜ

ひ来年も依頼したい。

各学期に6回程度の紙芝居を実施していただけ

た。

②教員同士はもちろん、地域家庭支援

室とも常に連携をとる。

②児童の学校生活の様子をできるだけ

具体的に知らせ、教育活動を理解して

もらう。

・ ホームページの『ニュース』『入試情報』な

どを、これまで以上こまめに更新し、多くの情

報を発信する。

・ニュ－ストピックスでほぼ毎日児童の教育

活動を公開し、情報発信に努めた。

③ さくら会と連携し、卒業生との円

滑な交流を図る

・ 『地域家庭支援室』と連携をとり、児童への

紙芝居実施などをとおして児童支援に努める。

・さくら会の行事(総会、運動会での売店、成人

式など)を協力して行う。

建学の精神に基づく

教育の徹底


